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こどもの水泳技術習得時期について

Child's swimming technological learning time

須藤明治

Akiharu  SUDO

Abstract

We investigated an age in each class of the participant of the promotion examination 
being done at the swimming club. My study used the continuous promotion 
examination (for eleven times) done by September 23, 2000 - December 25, 2004. The 
total number of the participation was 2,435 peoples. Each promotion test participation 
age in the swimming technology was investigated, and the The readyness of 
swimming technological learning in the infant, pupil was examined.
Technological learning of swimming knew what was being done from 5.9 years old 
by 9.2 years old as a result of the study.

Key wards; child, swimming ,leaming time

Ⅰ.はじめに

水泳は、技術をある程度習得しなければ泳げる
ようにはならないが、初心者は泳ぎか速くなるほ
ど、１ストロークの時間は速くなる。その１スト
ロークの時間は、12歳のグループでも 20歳の一
流選手でもおよそ 0.6秒に近いことが知られてい
る10）。また、このような、くり返しを伴うリズミ
カルな動作の調節は、５～10歳程度の比較的低年
齢時期に習得できることが知られている。更に、
脳神経の発育年間量は、７～８歳がピークといわ
れていることからこの時期にリズミカルな動作を
習得することが望ましい9）10）。そこで、実際には

どのような時期に水泳の基礎的なスキルが身に付
いているのかを、東京都内のあるスイミングクラ
ブで行われてる進級試験の参加者の年齢を調査
し、子どもの水泳技術の習得時期について検討し
た。

Ⅱ．方　法

本調査は、東京都内のあるスイミングクラブで
行われてる進級試験を対象に、2000年９月 23日
～2004年12月25日までに行われた連続的な進級
試験（11回分）について調査した。対象人数はの
べ 2435名分のデータを解析した。この進級試験
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では、週に１～２回、１時間程度の技術レッスン
を受けている子どもたちが対象であった。また、
この進級試験を受ける前に同様な試験をレッスン
中に行い、本番の試験をむかえるため、棄権や失
格などを除き、約97%程度の進級率となっていた。
参加人数とその年齢から各級の進級試験参加者の
平均年齢を算出した。また、各進級参加年齢の差
を算出し、統計的な有意差の検定を実施し、次級
への習得期間を検討した。

Ⅲ．結　果

（1）進級試験内容
　　�　本調査における水泳技術進級内

容は、表１に示した通りである。
15級～１級の15段階に分けられ、
15級から８級までがクロールと背
泳ぎの技術訓練、７級に平泳ぎ、
そして、６級でバタフライが行わ
れ、５級から１級までは、各４泳
法の50m泳をとし、１級において
4泳法を全て用いる100m個人メ
ドレーを実施していた。進級試験
内容については、各スイミングク
ラブで独自のものを採用している
ことが多く、最終的に４泳法をマ
スターできる工夫をしていると考
えられる。

（2）�15級の課題は、腰部に浮き具を装
着し、ビート版を両手でもった状
態でバタ足を50m実施する試験で
ある。スイミングクラブなどては、
一般的に「50m 浮き付き板キッ
ク」と呼ばれている。15級の進級
試験参加者は248名でありその平
均年齢は5.9±1.6歳であった。幼
稚園の年長から小学校１年生に相
当する学年であることがわかっ

た。そして、次の14級との年齢差は、−0.7
歳 で あ り、 統 計 上 有 意 な 差 が 存 在 し た

（p<0.01）（図1）。

（3）�14級の課題は、腹部に浮き具を装着し、両
手を脇につけた状態で背浮きし、キック動作
により50mを実施する試験である。 スイミ
ングクラブなどては、一般的に「50m浮き付
き背面キック」 と呼ばれている。14級の進

図１　50m浮き付き板キック（15級）の進級試験参加年齢
（2000.9.23～2005.12.25までの11回分の進級試験データ）

表１　進級内容と参加平均年齢
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級試験参加者は226名であり、そ
の平均年齢は6.6±1.6歳であった。
小学校１年生に相当する学年であ
ることがわかった。そして、次の
13級との年齢差は、−0.4歳であ
り 統 計 上 有 意 な 差 が 存 在 し た

（p<0.01）（図2）。

（4）�13級の課題は、腹部に浮き具を装
着し、背浮きで25mを実施する試
験である。スイミングクラブなど
ては、一般的に「25m浮き付き背
泳ぎ」と呼ばれている。13級の進
級試験参加者は234名であり、そ
の平均年齢は7.0±1.5歳であった。
小学校２年生に相当する学年であ
ることがわかった。そして、次の
12級との年齢差は、−0.2歳であ
り統計上有意な差はなかった。

（図3）。

（5）�12級の課題は、腰部に浮き具を装
着し、クロールで25mを実施する
試験である。スイミングクラブな
どては、一般的に「25m浮き付き
クロール」と呼ばれている。12級
の進級試験参加者は173名であり、
その平均年齢は7.2±1.5歳であっ
た。小学校２年生に相当する学年
であることがわかった。そして、
次の11級との年齢差は、＋0.2歳
であり統計上有意な差はなかった

（図4）。

（6）�11級の課題は、ビート版を両手で
もった状態でバタ足で50mを実施
する試験である。スイミングクラ
ブなどでは、一般的に「50m板キ
ック」と呼ばれている。11級の進

図２　50m浮き付き背面キック（14級）の進級試験参加年齢

図３　25m浮き付き背泳ぎ（13級）の進級試験参加年齢

図４　25m浮き付きクロール（12級）の進級試験参加年齢



須藤52

級試験参加者は173名であり、そ
の平均年齢は7.0±1.3歳であった。
小学校２年生に相当する学年であ
ることがわかった。そして、次の
10級との年齢差は、−0.2歳であ
り 統 計 上 有 意 な 差 が 存 在 し た

（p<0.05）（図5）。

（7）�10級の課題は、両上肢を頭上にあ
げて両掌をあわせ背浮きの状態で
キック動作で50mを実施する試験
である。スイミングクラブなどで
は、 一般的に「50m背面キック」
と呼ばれている。10級の進級試験
参加者は174名であり、その平均
年齢は7.2±1.2歳であった。小学
校２年生に相当する学年であるこ
とがわかった。そして、次の９級
との年齢差は、 −0.4歳であり統
計上有意な差が存在した（p<0.01）

（図6）。

（8）�９級の課題は、背泳ぎで25mを実
施する試験である。スイミングク
ラブなどでは、一般的に「25m背
泳ぎ」と呼ばれている。９級の進
級試験参加者は174名であり、そ
の平均年齢は7.6±1.4歳であった。
小学校２年生に相当する学年であ
ることがわかった。そして、次の
８級との年齢差は、0.0歳であり
統計上有意な差はなかった（図
7）。

（9）�８級の課題は、クロールで25mを
実施する試験である。スイミング
クラブなどでは、一般的に「25m
クロール」と呼ばれている。８級
の進級試験参加者は182名であり

図５　50m板キック（11級）の進級試験参加年齢

図６　50m背面キック（10級）の進級試験参加年齢

図７　25m背泳ぎ（9級）の進級試験参加年齢
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その平均年齢は7.6±1.2歳であっ
た。小学校２年生に相当する学年
であることがわかった。 そして、
次の７級との年齢差は、 −0.1歳
であり統計上有意な差はなかった

（図8）。

（10）�７級の課題は、平泳ぎで25mを
実施する試験である。スイミン
グクラブなどでは、 一般的に

「25m平泳ぎ」 と呼ばれている。
７級の進級試験参加者は151名
であり、 その平均年齢は 7.7 ±
1.3歳であった。小学校２年生に
相当する学年であることがわか
った。そして、次の６級との年
齢差は、−0.3歳であり統計上有
意な差はなかった（図9）。

（11）�６級の課題は、 バタフライで
25mを実施する試験である。 ス
イミングクラブなどでは、一般
的に「25mバタフライ」 と呼ば
れている。６級の進級試験参加
者は160名であり、 その平均年
齢は8.0±1.3歳であった。 小学
校３年生に相当する学年である
ことがわかった。そして、次の
５級との年齢差は、−0.2歳であ
り統計上有意な差が存在した

（p<0.05）（図10）。

（12）�５級の課題は、背泳ぎで25mを
実施する試験である。スイミン
グクラブなどでは、 一般的に

「25m背泳ぎ」 と呼ばれている。
５級の進級試験参加者は130名
でありその平均年齢は8.2±1.2
歳であった。小学校３年生に相

図８　25mクロール（8級）の進級試験参加年齢

図９　25m平泳ぎ（7級）の進級試験参加年齢

図10　25mバタフライ（6級）の進級試験参加年齢
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当する学年であることがわかっ
た。そして、次の４級との年齢
差は、0.0歳であり統計上有意な
差はなかった（図11）。

（13）�４級の課題は、 クロールで50m
を実施する試験である。スイミ
ングクラブなどては、一般的に

「50mクロール」と呼ばれている。
4級の進級試験参加者は135名で
あり、 その平均年齢は8.2±1.2
歳であった。小学校３年生に相
当する学年であることがわかっ
た。そして、次の３級との年齢
差は、−0.6歳であり統計上有意
な差が存在した（p<0.01）（図
12）。

（14）�３級の課題は、平泳ぎで50mを
実施する試験である。スイミン
グクラブなどでは、 一般的に

「50m平泳ぎ」 と呼ばれている。
３級の進級試験参加者は97名で
あり、 その平均年齢は8.8±1.2
歳であった。小学校３年生に相
当する学年であることがわかっ
た。そして、次の２級との年齢
差は、−0.2歳であり統計上有意
な差が存在した（p<0.05）（図
13）。

（15）�２級の課題は、 バタフライで
50mを実施する試験である。 ス
イミングクラブなどでは、一般
的に「50mバタフライ」 と呼ば
れている。２級の進級試験参加
者は84名でありその平均年齢は
9.0±1.1歳であった。 小学校４
年生に相当する学年であること

図11　50m背泳ぎ（5級）の進級試験参加年齢

図12.　50mクロール（4級）の進級試験参加年齢

図13.　50m平泳ぎ（3級）の進級試験参加年齢
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がわかった。そして、次の１級と
の年齢差は、−0.2歳であり統計
上有意な差はなかった（図14）。

（16）�１級の課題は、個人メドレーで
100mを実施する試験である。ス
イミングクラブなどては、一般
的に「100m個人メドレー」と呼
ばれている。１級の進級試験参
加者は94名であり、その平均年
齢は9.2±1.1歳であった。 小学
校４年生に相当する学年である
ことがわかった（図15）。

Ⅳ．考　察

本調査における水泳技術進級内容に
ついて、年齢的逆転現象が生じている
のは、12級の「25m浮き付きクロール」
から 11級の「50m板キック」 の進級
場面のみにみられた。平均年齢的には、
13級に「50m板キック」 を、12級に

「25m浮き付きクロール」を、11級に
「50m背面キック」を、そして、10級
に「25m浮き付きクロール」としても
よいのではないかと考えられた。年齢
的には、９級の「25m背泳ぎ」から平
均年齢が7.2歳から7.6歳と統計上有意に差が出て
いることから、この9級のクリアーが第１関門と
なるのではないかと考えられる。そして、4級の

「50mクロール」から３級への「50m平泳ぎ」では、
平均年齢が8.2歳から8.8歳と統計上有意に差が出
ていることから、この３級のクリアーが第２関門
となるのではないかと考えられる。特に、平泳ぎ
の脚のフォームは、他の３泳法とは異なり、股関
節を曲げて膝下を外側から開き振り下ろすという
特色があることから、特に訓練を要すると考えら
れる。そして、平泳ぎの訓練が７級のみであるこ
とから、平泳ぎの脚のフォーム形成に時間が要す

るのではないかと考えられた。
はじめの 15級から１級まで平均年齢では、15

級は5.9歳、１級のそれは9.2歳であり、この間に
これらの技能を習得していることがわかった。３
歳から始めている子どもでも、２級には最低６歳、
１級においては７歳で到達していることがわかっ
た。 特に、10歳前にこれらの水泳の基本技術の
習得がなされていた。この結果は、発育発達的に
も大変意義深いことであると考えられる。近年で
は、技術の習得は、年齢が速すぎても遅すぎても
学習効果が現れず、それぞれの学習にはそれぞれ
最も適した時期（臨界期）があると考えられてい

図14.　50mバタフライ（2級）の進級試験参加年齢

図15.　100m個人メドレー（1級）の進級試験参加年齢
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る。子どもが特定の課題をうまく学習するのに必
要とされる個人と環境に内在する条件である「レ
ディネス」を認識することが、今後の幼児及び学
童における水泳指導の必要条件となると考えられ
た。

Ⅴ．ま　と　め

水泳のようなくり返しを伴うリズミカルな動作
の調節は、５～10歳程度の比較的低年齢時期に
完成されることが知られているが、実際に、どの
ような時期に水泳の基礎的なスキルが身に付いて
いるのかを調査した例は少ない。そこで、東京都
内のあるスイミングクラブで行われてる進級試験
の参加者の年齢を調査した。 本調査は、2000年
９月23日～2004年12月25日までに行われた連続
的な進級試験（11回分）を用いた。参加人数とそ
の年齢から各級の進級試験参加者の平均年齢を算
出した。参加人数はのべ2,435名であり、水泳技
術における各進級試験参加年齢を調査し、幼児・
学童における水泳技術習得の臨界期を検討した。
この結果、15級の50m浮き付き板キックは5.9歳、
１級の100m個人メドレーは9.2歳であった。
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